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産業界の活力で新相模原を創出
会員とともに行動、変革、そして未来へ



2SAGAMIHARA CHAMBER of COMMERCE and INDUSTRY.  2019.1

特　集
　

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
私
ど
も
商
工
会
議
所
に
対
し
ま

し
て
、
格
別
な
る
ご
高
配
を
賜
り
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
役
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
中
小
企
業
支

援
な
ら
び
に
本
市
の
産
業
振
興
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
企
業
か
ら
信
頼
さ
れ
役
に
立
つ

商
工
会
議
所
を
更
に
め
ざ
し

第
４
次
中
期
行
動
計
画
に
取
組

　

２
０
１
９
年
度
は
、「
第
４
次
中
期
行

動
計
画
（
２
０
１
９
～
21
年
度
」の
初
年

度
に
あ
た
り
ま
す
。
第
３
次
中
期
行
動

計
画
（
２
０
１
６
～
18
年
度
）で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
「
中
小
企
業
を
よ
り
支
援

す
る
事
業
等
」、「
商
工
会
議
所
の
情
報
等

発
信
力
や
存
在
価
値
を
高
め
る
た
め
の

活
動
」、「
商
工
会
議
所
の
組
織
力
強
化
」

等
を
継
承
し
つ
つ
、『
人
材
確
保
・
育
成
』

『
事
業
承
継
』『
働
き
方
改
革
』『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
投

資
や
設
備
投
資
』な
ど
、
生
産
性
向
上
に

取
り
組
む
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
を

拡
充
・
強
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
な
ど

へ
の
対
応
・
解
決
に
向
け
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
費

税
率
引
き
上
げ
お
よ
び
軽
減
税
率
導
入

に
向
け
て
の
対
応
で
は
、
日
本
商
工
会
議

所
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
積
極
的

な
広
報
活
動
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
実
施
、

個
別
相
談
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
流
人
口
の
拡
大
や

中
小
企
業
の
稼
ぐ
力
を
強
化
す
る

意
見
・
要
望
活
動
の
強
化

　

２
０
１
９
年
ラ
ク
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
０
２
５
年
に
は

日
本
万
国
博
覧
会
の
開
催
と
と
も
に
、

２
０
２
７
年
に
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

品
川
―
名
古
屋
間
の
開
業
な
ど
、
ビ
ッ
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効

果
な
ど
を
含
め
多
大
な
経
済
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
相
模
原
市
は
、
圏
央
道

の
開
通
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
神
奈
川

県
駅
設
置
、
小
田
急
多
摩
線
延
伸
、
そ
し

て
、相
模
総
合
補
給
廠
の
一
部
返
還
な
ど
、

橋
本
・
相
模
原
駅
周
辺
の
広
域
交
流
拠
点

ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
ま
す
ま
す
発
展
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

当
商
工
会
議
所
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本

市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
首
都
圏
南

西
部
の
広
域
交
流
拠
点
都
市
と
し
て
人
や

企
業
に
選
ば
れ
る
よ
う
、
交
流
人
口
の
拡

大
や
中
小
企
業
の
稼
ぐ
力
を
強
化
す
る
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
、
産
業
界

の
意
見
・
要
望
を
施
策
に
反
映
し
、
本
市

の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を
機
に

会
員
大
会
等
を
開
催

　

今
春
に
は
天
皇
陛
下
が
ご
譲
位
さ
れ
、

「
平
成
」後
の
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
と

な
り
ま
す
。

　

改
元
を
機
に
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
活
動
と
し
て
、
会
員

同
士
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
さ
ら
な
る

拡
充
を
図
る
会
員
大
会
や
区
別
懇
談
会
な

ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
会
員
皆
様
方

の
多
大
な
る
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力

に
よ
り
２
０
１
９
年
度
か
ら
一
般
会
費
の

値
上
げ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
中
小
・
小

規
模
企
業
の
よ
り
一
層
の
支
援
（
特
に
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
飲
食
宿
泊
業
）や
、

新
し
い
商
工
会
館
の
建
設
の
た
め
健
全
な

財
政
運
営
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
議
員
の

改
選
、職
員
の
資
質
向
上
も
図
り
な
が
ら
、

会
員
皆
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
に
も
増
し
て
身
近
で
頼
ら
れ
る
商
工
会

議
所
を
目
指
し
て
、
施
策
の
充
実
と
商
工

会
議
所
の
活
動
基
盤
を
よ
り
一
層
強
化
す

る
た
め
の
会
員
増
強
運
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
皆
様
方
の
本
年
の
ご
繁
栄
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
当

商
工
会
議
所
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
新
春
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

相
模
原
商
工
会
議
所 

会
頭
　
杉
岡
　
芳
樹

平
成
か
ら
新
元
号
へ

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

商
工
会
議
所
を
め
ざ
し
て

年
頭
所
感
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
喜

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

世
界
経
済
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
れ
ば
、

２
０
１
８
年
の
経
済
成
長
率
は
プ
ラ
ス
３
・

７
％
を
維
持
す
る
も
の
の
、
２
０
１
９
年
の

見
通
し
は
プ
ラ
ス
３・９
％
か
ら
プ
ラ
ス
３
・

７
％
に
下
方
修
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

主
に
米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
保
護
主
義
的
な

貿
易
政
策
が
、
米
中
貿
易
摩
擦
な
ど
の
形
で

徐
々
に
具
体
化
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
反
映

し
た
も
の
で
あ
り
、
貿
易
摩
擦
が
今
後
さ
ら

に
過
激
化
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
下
方
修
正
リ

ス
ク
も
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

　

わ
が
国
の
国
内
情
勢
に
目
を
転
じ
れ
ば
、

依
然
と
し
て
個
人
消
費
に
力
強
さ
を
欠
く
も

の
の
、
経
済
が
引
き
続
き
緩
や
か
な
拡
大
傾

向
を
続
け
る
中
で
、
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
も
一
昨

年
よ
り
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
賃
金
も
上
昇
を
続

け
て
お
り
、
も
は
や
デ
フ
レ
で
は
な
い
状
況

に
達
し
た
と
い
え
ま
す
。今
こ
そ
、人
手
不
足
・

少
子
高
齢
化
・
低
い
生
産
性
・
地
方
の
疲
弊

な
ど
、
わ
が
国
の
構
造
的
課
題
の
解
決
に
向

け
、
生
産
性
の
向
上
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
サ
イ

ド
の
経
済
政
策
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、

社
会
保
障
の
持
続
可
能
性
の
向
上
と
財
政
健

全
化
に
も
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
昨

年
秋
に
は
安
倍
総
理
の
３
選
も
決
ま
り
、
世

界
に
誇
る
べ
き
安
定
的
な
政
権
運
営
基
盤
が

整
い
ま
し
た
。
是
非
と
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を

ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
さ
せ
、「
足
元
の
安
心
」か
ら

「
将
来
の
安
心
」に
よ
り
軸
足
を
移
し
た
経
済

財
政
政
策
の
検
討
と
推
進
を
望
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
も
ま
た
、「
中
小
企
業
に
日
本
の
課
題
が

最
も
早
く
押
し
寄
せ
る
故
に
、
中
小
企
業
の

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
日
本
経
済
の
成
長

に
直
結
す
る
も
の
だ
」と
の
信
念
の
下
、本
年
、

商
工
会
議
所
が
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
し
て
、

以
下
の
課
題
を
掲
げ
、
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
点
目
は
、「
人
手
不
足
へ
の
対
応
と
生
産

性
向
上
」に
向
け
た
取
り
組
み
で
す
。
人
手
不

足
が
中
小
企
業
の
最
大
の
経
営
課
題
と
な
っ

て
い
る
今
、
人
材
の
確
保
・
定
着
や
生
産
性

の
向
上
に
最
優
先
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
女
性
・
高
齢
者
・
外
国
人
な
ど
、

多
様
な
人
材
の
活
用
と
と
も
に
、
業
務
運
営

の
見
直
し
も
含
め
た
働
き
方
改
革
の
推
進
や
、

Ⅰ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
な
ど
革
新

的
技
術
の
活
用
を
通
じ
て
生
産
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
全

企
業
数
の
99
・
７
％
を
占
め
る
中
小
企
業
の

生
産
性
向
上
な
く
し
て
、
わ
が
国
全
体
の
生

産
性
向
上
と
持
続
的
成
長
は
不
可
能
で
す
。

商
工
会
議
所
と
し
て
も
、
経
営
者
の「
気
づ

き
」を
促
し
、
身
の
丈
に
合
っ
た
形
で
Ｉ
Ｔ
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
身
近
な
経
営
改
善
に
活
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
す
そ
野
の
広
い
支
援
事

業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、「
中
小
企
業
の
活
力
強
化
と
地

方
創
生
」へ
の
取
り
組
み
で
す
。
経
営
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
地
域
経
済
の

基
盤
で
あ
る
中
小
企
業
の
廃
業
数
は
増
加
を

続
け
て
い
ま
す
。
昨
年
、
事
業
承
継
税
制
が

抜
本
拡
充
さ
れ
た
こ
と
を
テ
コ
に
、
円
滑
な

事
業
承
継
を
支
援
し
、
価
値
あ
る
事
業
の
存

続
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
創
業
も
促
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
お

い
て
中
核
と
な
る
企
業
の
存
続
と
新
た
な
創

業
は
、
そ
の
ま
ま
地
域
の
活
性
化
と
わ
が
国

の
成
長
に
つ
な
が
る
極
め
て
重
要
な
課
題
で

す
。
商
工
会
議
所
は
、
国
の
支
援
施
策
も
フ

ル
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
方
銀
行
な
ど

の
協
力
も
得
な
が
ら
、
引
き
続
き
円
滑
な
事

業
承
継
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
農
商
工
連
携
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
観
光
振
興
、
中
小
企
業
の
海
外
展

開
な
ど
、
域
外
需
要
の
獲
得
と
真
の
地
方
創

生
に
向
け
て
さ
ら
に
取
り
組
み
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
２
０
１
９
年
10
月
１
日
に
予

定
さ
れ
て
い
る「
消
費
税
率
引
き
上
げ
」へ
の

対
応
で
す
。
消
費
税
率
引
き
上
げ
前
後
の
需

要
変
動
に
対
す
る
平
準
化
対
策
に
関
し
て
は
、

取
引
価
格
へ
の
円
滑
な
価
格
転
嫁
が
大
前
提

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
中
小
事
業
者
へ
の

十
分
な
配
慮
と
支
援
が
必
要
で
す
。
ま
た
軽

減
税
率
に
関
し
て
は
、
導
入
ま
で
残
り
１
年

を
切
っ
て
い
る
中
で
、
昨
年
９
月
時
点
で
の

日
商
の
調
査
に
よ
る
と
、
多
く
の
事
業
者
が

未
だ
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
な
い
状
況
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
軽
減
税
率
は
日
本

と
し
て
初
め
て
の
経
験
と
な
り
ま
す
の
で
、

一
刻
も
早
く
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
商
工
会
議
所
で
説

明
会
・
相
談
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
国
と
の
連
携
を
密
に
し
、
広
報
活

動
や
事
業
者
か
ら
の
相
談
な
ど
に
取
り
組
み
、

事
業
者
の
円
滑
な
対
応
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
今
春
に
は
天
皇
陛
下
が
ご
譲
位

さ
れ
、「
平
成
」が
終
わ
り
新
し
い
時
代
の
幕

開
け
と
な
り
ま
す
。
日
本
商
工
会
議
所
は

「
未
来
を
拓
く
商
工
会
議
所
」と
し
て
、
全
国

５
１
５
商
工
会
議
所
の
み
な
ら
ず
、
青
年
部
、

女
性
会
と
の
連
携
も
今
ま
で
以
上
に
強
化
し
、

前
述
の
課
題
解
決
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

企
業
、
地
域
、
ひ
い
て
は
日
本
経
済
の
持
続

的
成
長
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

日
本
商
工
会
議
所 

会
頭
　
三
村
　
明
夫

年
頭
所
感
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【お問い合わせ】総務課　☎	04２-753-８131

臨時議員総会を開催

４月から一般会費改定� ❺

「ロボット先進都市さがみはら」
工業系学生が巡る ❻

障がい者雇用の可能性探る ❻

最新ＩｏＴ工場を視察� ❻

「食」テーマに商談会開催 ❼

優良従業員等表彰式を開催� ❽

市政功労者、当所より３名受賞 ❽

トップインタビュー
お客さんの喜びは原動力
㈱Obrigado　柴田誠さん� �

歓送迎会チラシ
掲載店舗募集 �

わが社のいち押し

板金部品を
オールラウンドに
㈲共伸テクニカル　桑原俊也さん��

会員PRコーナー
㈱つるや呉服店／佐藤畳店� �
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１．�新たな商工会館の建設資金に充当いたし
ます。
商工会館は事業者のあらゆる支援や事業実施等の拠点として重要
な役割を担っています。しかしながら、現商工会館は、竣工から
長い年月を経て老朽化が進んでおり、近い将来、発生が見込まれ
る大規模地震等に耐えることが難しい状況にありますので、今後、
新たな商工会館建設の検討に取り組んでまいります。
　現商工会館　本館：昭和42年 ６ 月竣工（築51年）
　　　　　　　新館：昭和58年 4 月竣工（築35年）

２．�会員にメリットある事業の拡充・強化に
充当いたします。
商工会館を拠点として企業に寄り添った手厚い支援やビジネス
チャンス・販路の拡大など会員にメリットある事業等の拡充・強化
に取り組んでまいります。

2019年度から相模原商工会議所の年会費額が変わります。
改定前の年会費
8,000円

2019年度以降の年会費
12,000円

均等割 ＋ 口数に応じた額 均等割 ＋ 口数に応じた額
3,000円＋ 5,000円／1口 7,000円＋ 5,000円／1口

会費に含まれる均等割が4,000円増額となります。

（例）現在、	年会費	 ８,000円（ 1 口）は	1２,000円（上記例のとおり）に、
	 年会費	13,000円（ ２ 口）は	17,000円に、
	 年会費	1８,000円（ 3 口）は	２２,000円に、それぞれ変わります
※ 会員皆様には何卒、ご理解、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 担当：総務課 ☎042-753-8131

　

当
商
工
会
議
所
は
昨
年
11
月
12
日
、
市

立
産
業
会
館
大
研
修
室
で
臨
時
議
員
総
会

を
開
催
し
、
１
１
３
名
の
議
員
の
出
席（
内

委
任
状
出
席
76
名
）を
得
て
、
会
員
に
ご

負
担
い
た
だ
い
て
い
る「
一
般
会
費
の
値

上
げ
に
伴
う
規
約
の
一
部
改
正（
案
）」に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
承
認
し

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
35
年
間
据
え
置
い

て
き
ま
し
た
一
般
会
費
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
均
等
割
額
を

４
０
０
０
円
増
額
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
員
皆
様
に
は
何

卒
、
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。（
詳
細
は
下
表
の
と
お
り
で
す
）

杉
岡
会
頭
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

　

商
工
会
議
所
で
は
、
会
員
増
強
や
共
済

等
手
数
料
収
入
の
増
加
な
ど
自
主
財
源
の

確
保
と
と
も
に
、
経
費
削
減
に
努
め
な
が

ら
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
支
援
や
事
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
老
朽
化

し
て
い
る
商
工
会
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、

積
立
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
建
物
や
空
調

等
設
備
の
大
規
模
修
繕
を
繰
り
返
し
行
い

維
持
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏

ま
え
、
中
長
期
財
政
計

画
の
策
定
を
所
管
す

る
財
政
・
組
織
委
員
会

で
は
、
商
工
会
館
に
つ

い
て
は
新
た
な
建
設
も
考
慮
す
る
と
と
も

に
、
会
員
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
会
員
増
強

に
も
つ
な
が
る
事
業
の
拡
充
・
強
化
を
図

る
た
め
、
会
費
の
値
上
げ
の
検
討
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

値
上
げ
の
検
討
で
は
、
会
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
で
趣

旨
を
繰
り
返
し
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
役
員
議
員
や
各
部
会
、
内
部
団

体
、
さ
ら
に
は
全
会
員
を
対
象
と
い
た
し

ま
し
た
区
別
説
明
会
を
二
度
行
う
な
ど
30

回
以
上
の
説
明
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

一
般
会
費
は
、
35
年
間
据
え
置
い
て
き
ま

し
た
が
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
均
等
割
額

を
４
０
０
０
円
増
額
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
商

工
会
館
の
建
設
資
金
や
会
員
企
業
の
業
績

向
上
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
の
事

業
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

財
政
・
組
織
委
員
会

「
会
費
見
直
し
」を
提
言

　

財
政
・
組
織
委
員
会
（
杉
原
康
王
委
員

長
）で
は
、「
一
般
会
費
の
見
直
し
等
に
つ

い
て（
報
告
）
」を
昨
年
11
月
１
日
付
で
杉

岡
会
頭
に
提
出
し
ま
し
た
。
報
告
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
一
般
会
費
の
見
直
し
：
会
員
一
律
の

均
等
割
額
を
現
行
の
３
０
０
０
円
か
ら

７
０
０
０
円
に
４
０
０
０
円
増
額
す
る
。

○
納
入
方
法
等
：
原
則
と
し
て
一
括
納
入

と
す
る
。
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
３
期

を
上
限
に
分
割
で
き
る
も
の
と
す
る
。
○

改
定
時
期
：
２
０
１
９
年
度
か
ら
実
施
。

○
個
人
会
員
へ
の
支
援
：
特
に
商
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
飲
食
業
の
個
人
会
員
に
は

支
援
策
や
情
報
発
信
・
提
供
等
に
つ
い
て

考
慮
・
検
討
す
る
こ
と
。
○
人
手
不
足
や

事
業
承
継
等
へ
の
支
援
事
業
の
拡
充
・
強

化
に
よ
り
企
業
の
業
績
向
上
を
更
に
図
る

こ
と
。○
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
。

○
今
後
の
一
般
会
費
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、適
時
適
切
な
時
期
に
検
討
す
る
こ
と
。

臨
時
議
員
総
会
を
開
催

一
般
会
費
額
を

本
年
４
月
１
日
か
ら
改
定

あいさつする杉岡会頭
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相
模
原
市
は
昨
年
３
月
、
世
界
の
ロ

ボ
ッ
ト
の
叡
智
を
集
め
て
開
催
す
る
競
演

会
「W

orld Robot Summit 2018

（
Ｗ

Ｒ
Ｓ
）
」の
地
域
展
示
を
行
う
自
治
体
と

し
て
採
択
さ
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
な

ど
の
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
に
つ
い

て
、
市
内
外
に
発
信
す
る
活
動
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て

昨
年
11
月
21
日
、
当
商
工
会
議
所
と
の
共

催
に
よ
り
「
Ｗ
Ｒ
Ｓ
実
証
サ
イ
ト
見
学

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

見
学
会
で
は
、
実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
用

さ
れ
て
い
る
企
業
現
場
へ
の
訪
問
視
察
を

通
じ「
ロ
ボ
ッ
ト
先
進
都
市
さ
が
み
は
ら
」

の
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
う
の
が
狙
い
で
す
。

　

当
日
は
工
業
系
の
学
生
を
対
象
と
し
た

「
導
入
支
援
施
設
＆
導
入
企
業
視
察
コ
ー

ス
」を
企
画
し
、
青
山
学
院
大
学
と
新
日

本
学
院
か
ら
計
22
名
が
参
加
。
ロ
ボ
ッ

ト
と
協
調
し
て
生
産
性
向
上
に
つ
な
げ

て
い
る
㈱
パ
パ
ス
（
中
央
区
田
名
）の
ほ

か
、
市
の
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
の
中
核
を
担
う

「
さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
巡
り
ま
し
た
。

　

㈱
パ
パ
ス
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
す
る

現
場
を
体
感
し
た
後
、
同
社
と
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ

企
業
双
方
か
ら
導
入
の
狙
い
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト

導
入
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
内
容
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
の

仕
事
の
魅
力
や
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
の

仕
事
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」な

ど
、
前
向
き
な
声
も
聞
か
れ
、
市
内
企
業

へ
の
就
職
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
見
学

会
と
な
り
ま
し
た
。

「
ロ
ボ
ッ
ト

先
進
都
市

さ
が
み
は
ら
」

工
業
系
学
生
が
巡
る

Ｗ
Ｒ
Ｓ
実
証
サ
イ
ト
見
学
会
を
実
施

多くの学生が参加（㈱パパス）

熱心に聞き入る参加者（ロボットセンター）

　

工
業
部
会
Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
豊
岡
淳
委
員
長
）

は
昨
年
11
月
１
日
、
経
営
セ

ミ
ナ
ー
「
多
様
な
〝
人
財
〟を

活
か
す
！
」を
市
立
産
業
会

館
で
開
催
。
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
経
営
で
成
果
を
上
げ
て

い
る
㈲
川
田
製
作
所
（
小
田

原
市
）の
川
田
俊
介
副
社
長

を
講
師
に
招
き
「
良
い
雇
用
の
場
を
作
る
」

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

　

同
社
は
経
済
産
業
省
の
「
新
・
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
経
営
企
業
１
０
０
選
」に
選
出
さ
れ

た
企
業
で
す
。
障
が
い
者
を
は
じ
め
、
高
齢

者
や
外
国
人
の
雇
用
に
対
し
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
社
が
障
が
い
者
雇
用
に
取
り
組
ん
だ

き
っ
か
け
は
、
米
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

の
こ
と
で
す
。
取
引
先
か
ら
小
ロ
ッ
ト
生
産

　

工
業
部
会
Ｔ
Ｒ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
吉
田

英
訓
委
員
長
）は
昨
年
10
月
26
・
27
日
に
、

宿
泊
視
察
会
を
開
催
し
、
16
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

視
察
し
た
㈱
富
士
通
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
は
、

中
大
型
サ
ー
バ
ー
や
ス
ト
レ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
製
造
し
、
国
内
外
に
供
給
す
る
富
士

通
の
基
幹
工
場
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
当
初
よ
り「
Ｑ
Ｃ
Ｄ
の
追
求
に
よ
る
顧

客
満
足
度
の
向
上
」を
事
業
方
針
と
し
て
、

生
産
体
制
の
合
理
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

一
行
は
、
生
産
現
場
へ
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ｉ
Ｃ

実
現
の
た
め
の

人
員
拡
充
を
迫

ら
れ
、
発
達
障

が
い
を
持
つ
人

材
を
採
用
し
た

こ
と
に
あ
り
ま

す
。

　
「
多
様
な
人

材
が
働
き
や
す

い
職
場
に
す
る

こ
と
で
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
実
感
が
わ

き
、
従
業
員
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
向

上
す
る
」と
感
じ
た
川
田
副
社
長
は
〝
良
い

雇
用
の
場
〟を
作
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
き

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
川
田
副
社
長
の
取
り
組
み
に

対
し
、
参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
大
変
活
況
が
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

Ｔ
技
術
の
活
用
状
況
を
中
心
に
視
察
。
作
業

指
示
書
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
化
や
簡
易
作
成
を
可

能
と
し
た
作
業
ナ
ビ
、
さ
ら
に
は
作
業
ナ
ビ

と
連
動
さ
せ
、
必
要
な
部
品
の
所
在
を
知
ら

せ
る
キ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ナ
ビ
な
ど
の
最
新
技
術

に
触
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
変
化
点
管

理
ボ
ー
ド
と
い
っ
た

ア
ナ
ロ
グ
的
な
管
理

手
法
な
ど
に
も
関
心

を
示
し
て
い
ま
し

た
。参
加
者
た
ち
は
、

各
技
術
の
説
明
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
活

発
な
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

障がい者雇用
可能性探る
GETプロがセミナー

最
新
Ｉ
ｏ
Ｔ
工
場
を

 

工
業
人
が
視
察

TRYプロ

講
演
す
る
川
田
副
社
長

TRYプロジェクト視察団
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金
融
保
険
業
部
会
（
若
林
浩
之
部
会

長
）は
昨
年
11
月
29
日
、
市
内
に
支
店
が

あ
る
21
の
金
融
機
関
と
連
携
し
、
新
規
取

引
先
の
開
拓
を
支
援
す
る
「
第
５
回
フ
ー

ド
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会　

ｉ
ｎ

　

Ｓ
ａ
ｇ
ａ
ｍ
ｉ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
」を
市
立
産

業
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

圏
央
道
沿
線
を
中
心
に
所
在
す
る
金
融

機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
過
去

最
多
86
件
の
商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
、
伊
勢
丹
や
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
、
小
田
急
百
貨
店
、
小
田
急
ホ

テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野
、
三
和
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
リ
テ
ー
ル
ネ
ッ
ト
、ハ
リ
カ
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
Ｂ
Ｗ
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
ホ
テ
ル
東
京
町
田
、
楽
天
の
計
10
社
が

参
加
。

　

一
方
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
は
、
相

模
原
市
内
を
は
じ
め
近
隣
市
、
群
馬
、
山

梨
な
ど
に
事
業
所
を
置
く
48
社
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
自
社
商
品
の
魅
力
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
大
手
バ
イ
ヤ
ー
様
と

は
、
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
こ
と
も
難
し
い

の
で
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
」

「
他
の
商
談
会
と
比
較
し
て
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
が
素
晴
ら
し
く
、
運
営
面
も
ス

ム
ー
ズ
で
し
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
、
市
主
催
の
農
畜

産
物
商
談
会
「
さ
が
み
の
め
ぐ
み
マ
ッ
チ

ン
グ
フ
ェ
ア
」と
同
日
開
催
し
た
こ
と
で
、

双
方
の
商
談
会
の
参
加
者
同
士
で
の
マ
ッ

チ
ン
グ
が
創
出
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
相

乗
効
果
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

〈
連
携
金
融
機
関
等
〉※
部
会
委
員
名
簿
順

横
浜
銀
行
、き
ら
ぼ
し
銀
行
、野
村
證
券
、

ア
ク
サ
生
命
保
険
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、

多
摩
信
用
金
庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
、

西
武
信
用
金
庫
、
ス
ル
ガ
銀
行
、
平
塚
信

用
金
庫
、
山
梨
信
用
金
庫
、
大
和
証
券
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
、
神
奈
川
県
信
用
保

証
協
会
、東
日
本
銀
行
、静
岡
中
央
銀
行
、

山
梨
中
央
銀
行
、
群
馬
銀
行
、
り
そ
な
銀

行
、
静
岡
銀
行
、
神
奈
川
銀
行

金
融
保
険
業
部
会

市
内
21
機
関
と
連
携

「
食
」テ
ー
マ
に
商
談
会

�

「
農
畜
産
物
商
談
会
」と
同
日
開
催

商談会の様子

　

当
商
工
会
議
所
は
昨
年
11
月
11
日
、
相

模
原
ギ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
「
会
員
感
謝

デ
ー
」を
開
催
。
㈱
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
相

模
原
の
協
力
に
よ
り
、
２
０
１
８
明
治
安

田
生
命
Ｊ
３
リ
ー
グ
、
Ｓ
Ｃ
相
模
原
と
藤

枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
の
試
合
に
当
所
会

員
企
業
を
招
待
し
ま
し
た
。
会

員
企
業
の
経
営
者
、
従
業
員
と

そ
の
家
族
や
サ
ポ
ー
タ
ー
な

ど
、
計
３
１
３
２
名
が
両
チ
ー

ム
に
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
Ｓ
Ｃ
相
模
原
が
前
半

１
対
０
で
折
り
返
し
、
そ
の
ま

　

当
商
工
会
議

所
は
昨
年
11
月

14
日
、
相
模
原

市
を
訪
問
し
、

㈱
三
越
伊
勢
丹 

伊
勢
丹
相
模
原

店
の
営
業
終
了

等
に
伴
う
相
模

原
市
の
対
応
に

つ
い
て
、
地
域

商
業
や
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

す
る
こ
と
、
今
後
も
相
模
大
野
地
区
が
中

心
市
街
地
と
し
て
発
展
し
続
け
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

ま
リ
ー
ド
を
保
ち
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

来
場
者
の
一
人
は
「
生
で
観
戦
す
る
サ
ッ

カ
ー
は
迫
力
が
あ
っ
た
。
次
も
ま
た
観
戦

し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
は
今
後
も
引
き
続
き
相

模
原
市
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
へ
の
支

援
を
通
し
て
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
さ
ら

な
る
推
進
に
も
取
り
組
み
、
市
内
経
済
の

活
性
化
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

創
立
45
周
年
記
念

会
員
感
謝
デ
ー
を
開
催

�

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
３
リ
ー
グ
に
招
待

※
要
望
書

は
、
相
模

大
野
地
区

の
商
店
街

や
大
型
店

等
と
の
意

見
交
換
会

を
踏
ま
え

作
成
し
ま

し
た
。

　

内
容
は
当
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

htps://www.sagamihara-cci.or.jp/ 

の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
内
→
情
報
→
提
言
・
要
望

活
動（
30
年
度
）で
ご
確
認
下
さ
い
。

あいさつする加川副会頭

選手らと記念撮影する副会頭（中央）

相模原市に
要望書提出
伊勢丹相模原店営業終了の
影響を最小限に

湯山副市長に要望書を手渡す杉岡会頭（右）
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市
制
記
念
日
の
昨
年
11
月
20
日
、
け
や

き
会
館
で
「
市
政
功
労
表
彰
」の
授
賞
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
市
政
の
進
展
、
公
共
の

福
祉
の
増
進
、
文
化
の
向
上
な
ど
に
功
労

が
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
本

年
度
は
１
０
６
名
・
１
組
・
９
団
体
が
相

模
原
市
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
当
商
工
会
議
所
が
推
薦
し

た
高
木
明
氏（
㈲
高
木
・
１
号
議
員
）、
髙

橋
貞
一
氏
（
㈱
高
橋
精
密
工
業
・
１
号
議

員
）、
田
所
文
男
氏（
㈱
日
電
社
・
１
号
議

員
）の
３
名
が
、
こ
れ
ま
で
の
産
業
振
興

活
動
が
認
め
ら
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
は
昨
年
11

月
14
日
、
市
立
産
業
会
館
で

「
平
成
30
年
度
優
良
従
業
員

等
表
彰
式
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
表
彰
式
は
、
当
商
工

会
議
所
の
事
業
活
動
お
よ
び

市
内
商
工
業
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
る
事
業
主
、
事
業
所

で
他
の
模
範
と
な
っ
て
い
る

従
業
員
な
ど
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

　

表
彰
式
で
は
「
産
業
功
労

者
表
彰
」15
名
、「
相
模
原
お

店
大
賞
」６
店
舗
、「
優
良
従

業
員
表
彰
」１
６
１
名
の
方
々
が
、
杉
岡

芳
樹
会
頭
よ
り
賞
状
と
記
念
品
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
（
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
９
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
で
す
）。

　

一
方
、表
彰
式
の
前
に
は
、

北
里
大
学
医
学
部
・
公
衆
衛

生
学
講
師
の
井
上
彰
臣
氏
を

講
師
に
招
き
「
ス
ト
レ
ス
へ

の
気
付
き
と
そ
の
対
処
（
セ

ル
フ
ケ
ア
に
つ
い
て
）
」と

題
し
た
記
念
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

井
上
氏
は
「
自
分
自
身
の

心
の
健
康
状
態
に
関
心
を
持

つ
こ
と
が
質
の
高
い
生
活
を

送
る
鍵
と
な
り
ま
す
。
職
場

に
お
い
て
も
、
自
分
の
心
の

サ
ポ
ー
ト
源
と
な
る
大
切
な

方
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
よ
り
一
層
高
め
る
た
め
に
も
、
意
識
し

て
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

優良従業員等表彰式を開催

企業の模範と
なる方を表彰

杉岡会頭から賞状を授与される産業功労者表彰受賞者

講演する井上講師

市
政
功
労
者
表
彰

�

当
商
工
会
議
所
よ
り
３
名
受
賞

左から髙橋氏、高木氏、田所氏

相模原市表彰式集合写真
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産
業
功
労
者
表
彰　

�

（
15
名
）（
部
会
別
）

▽
大
谷
新
一
郎（
㈱
三
友
）▽
本
橋
幸
弦（
㈲
相

模
経
済
新
聞
社
）▽
大
石
方
哉
（
大
石
畳
店
）▽

吉
田
英
訓（
㈱
ミ
ヨ
シ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
）

▽
比
嘉
成
夫（
横
浜
金
属
㈱
）▽
稲
場
純（
㈱
リ

ガ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
）▽
河
本
悟
（
東
邦
電
子
㈱
）

▽
大
山
康
夫
（
大
協
技
研
工
業
㈱
）▽
鳴
澤
隆

（
㈱
相
模
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）▽
草
薙
喜
義
（
社

会
福
祉
法
人  

幸
会
）▽
根
本
敏
子
（
㈱
旭
商

会
）▽
稲
葉
俊
明
（
稲
葉
電
気
興
業
㈱
）▽
大
塚

亮
一
（
㈲
シ
ス
テ
ム
ブ
レ
イ
ン
）▽
飯
田
隆
明

（
相
和
交
通
㈲
）▽
中
田
克
己（
㈲
か
つ
ま
さ
）

第
15
回
相
模
原
お
店
大
賞

�

（
６
店
舗
）

大
賞『
飲
食
部
門
』

▽
ｎ
ａ
ｒ
ｕ
ｃ
ｏ　
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

大
賞『
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
』

▽
ア
ン･

プ
テ
ィ･

フ
ル
ー
ル

準
大
賞『
飲
食
部
門
』（
順
不
同
）

▽
鉄
板
焼 

志
野
▽
秀
楽

準
大
賞『
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
』

▽
ド
ギ
ー
ベ
リ
ー
▽
ヨ
シ
ダ
ヘ
ア
ー
デ
ザ
イ
ン

優
良
従
業
員
表
彰
受
賞
者

�

（
161
名
）（
事
業
所
名
50
音
順
）

▽
井
上
静
弘
▽
人
見
勝
雄
▽
松
木
俊
夫
▽
岩

本
政
延
▽
青
山
勝
（
ア
イ
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
㈱
）▽
小
谷
直
▽
折
笠
剛
（
㈱
旭
商
会
）▽
小

泉
俊
▽
杉
野
亮
太
（
芦
穂
崎
工
業
㈱
）▽
安
藤

公
晴
▽
都
髙
靖
▽
金
子
美
紀
（
㈱
ア
ト
ラ
ス
）

▽
矢
﨑
進
▽
大
島
美
代
子
（
㈱
イ
ノ
ウ
エ
）▽

塚
脇
敦
子
▽
大
津
琢
真
（
㈱
ウ
イ
ッ
ツ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
）▽
増
沢
益
夫
（
㈱
栄
進
機
工
）▽
小

森
弘
子
▽
栁
沼
明
子
（
㈱
エ
ー
ケ
ー
）▽
清
水

和
美
（
㈲
エ
ー
ワ
ン
サ
ー
ビ
ス
）▽
小
川
裕
一

▽
神
津
真
一
▽
逸
見
哲
哉
（
㈱
エ
ク
シ
オ
ジ
ャ

パ
ン
）▽
菊
地
亨
▽
小
川
泰
弘
▽
大
山
貴
德
▽

綱
田
順
之
▽
榎
本
勝
行
（
Ｍ
Ｈ
Ｉ
さ
が
み
ハ
イ

テ
ッ
ク
㈱
）▽
大
畠
美
紀
▽
中
島
賢
太
▽
齊
藤

健
太
（
Ｍ
Ｈ
Ｉ
さ
が
み
物
流
サ
ー
ビ
ス
㈱
）▽

細
田
昌
秀
（
税
理
士
法
人
Ｍ
Ｂ
Ｃ
合
同
会
計
）

▽
栁
田
佐
知
子
（
㈱
オ
ー
エ
イ
）▽
坪
井
信
孝

（
大
久
保
電
気
㈱
）▽
高
橋
一
弥
（
㈲
神
奈
川
通

信
）▽
横
内
巳
代
子
（
㈲
神
奈
川
ユ
ニ
オ
ン
ア

シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
）▽
福
盛
田
純
（
関
東
重
量
運

輸
㈱
）▽
平
野
恵
司
（
㈲
き
く
や
ね
っ
と
）▽
三

浦
美
保
▽
山
野
辺
み
ち
子
▽
山
辺
晴
美
▽
佐

橋
久
美
子
▽
座
間
弘
和
（
学
校
法
人
北
里
研
究

所　

北
里
大
学
病
院
）▽
浦
田
博
▽
長
谷
川
広

実（
㈱
紀
伊
國
屋
）▽
中
村
豊
▽
土
居
秀
利（
共

生
食
品
㈱
）▽
赤
間
京
子
（
㈲
共
立
不
動
産
）▽

高
橋
晴
彦
（
熊
野
輸
送
㈱
）▽
河
津
岳
則
▽
笹

原
宜
文
（
㈱
ク
ラ
イ
ム
エ
ヌ
シ
ー
デ
ー
）▽
小

坂
剛
律
（
合
同
資
源
サ
ー
ビ
ス
㈱
）▽
中
村
順

一
▽
福
永
博
子（
㈱
向
洋
技
研
）▽
星
幸
也（
㈱

Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｗ
Ａ
）▽
佐
藤
裕
二
（
コ
ー
ワ
機
械
㈱
）

▽
伊
藤
友
美
▽
有
川
純
▽
太
田
慎
一
郎
（
権
田

金
属
工
業
㈱
）▽
佐
々
木
正
幸
（
齊
藤
精
機
㈱
）

▽
重
定
優
美
子
（
㈱
相
模
運
輸
）▽
小
松
由
佳

里
（
㈲
相
模
住
環
）▽
石
井
智
之
▽
釜
中
か
お

り（
㈱
相
模
ダ
イ
ワ
）▽
村
田
秀
紀（
㈱
相
模
中

央
青
果
地
方
卸
売
市
場
）▽
保
坂
由
起
江
（
㈱

相
模
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）▽
金
ヶ
江
實
（
㈲
相

模
原
ム
ラ
タ
総
合
保
険
）▽
中
居
哲
也
（
サ
ク

ラ
電
線
工
業
㈱
）▽
夏
井
渉
（
産
愛
運
送
㈱
）▽

蛯
原
基
（
㈱
山
紀
）▽
川
村
治
（
㈱
サ
ン
ヨ
ー

ホ
ー
ム
）▽
酒
井
英
樹
（
㈱
三
凌
商
事　

相
模

原
支
社
）▽
加
瀬
友
紀
（
㈱
三
和
精
工
）▽
三
井

武
（
㈱
新
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
）▽

中
西
義
仁
▽
笹
野
隆
（
㈱
清
栄
）▽
倉
本
弘
一

▽
渡
部
隆
二
▽
阿
部
淳
市
▽
中
川
龍
童
（
㈱
清

和
サ
ー
ビ
ス
）▽
細
谷
昭
子
▽
豊
永
竜
也
▽
迫

川
勝
彦
（
相
菱
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
）▽
宍

戸
春
雄（
第
一
商
事
㈱
）▽
中
原
啓
貴（
㈱
第
五

電
子
工
業
）▽
紺
世
隆
太
（
㈱
ダ
イ
ヤ
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
）▽
千
葉
恵
理
（
㈱
ダ
イ
ワ
ホ
ー

ム
）▽
吉
野
恵
輔
（
㈱
Ｔ
・
Ｓ
）▽
小
池
孝
治
▽

谷
山
雅
拓
▽
佐
藤
弘
▽
志
村
健
次
▽
溝
口
寿
一

（
東
京
ガ
ス
㈱　

神
奈
川
西
支
店
）▽
林
啓
太
▽

坂
田
智
幸
（
東
京
特
殊
印
刷
工
業
㈱　

相
模
原

工
場
）▽
松
内
洋
祐
▽
尾
上
雄
大
（
東
邦
電
子

㈱
）▽
才
川
重
久
（
冨
岡
弘
文
税
理
士
事
務
所
）

▽
木
幡
英
夫
▽
鈴
木
サ
ツ
子
（
㈱
日
相
印
刷
）

▽
中
西
雅
美
▽
田
宮
美
明
▽
久
保
田
努
（
日
本

電
子
工
業
㈱
）▽
川
村
彰
（
日
本
リ
フ
ト
㈱
）▽

齋
藤
健
▽
奥
谷
理
志
▽
加
藤
託
也
（
㈱
ノ
イ
ズ

研
究
所
）▽
原
田
絵
美
▽
高
橋
優
美
（
野
村
證

券
㈱　

相
模
原
支
店
）▽
伊
藤
勝
明
▽
角
田
大

樹
（
㈱
バ
ー
コ
ム
シ
ー
ト
メ
タ
ル
）▽
本
多
拓

也（
萩
原
製
畳
㈲
）▽
下
川
健
一（
㈱
萩
原
製
作

所
）▽
渡
邊
智
（
富
士
工
業
㈱
）▽
柴
田
達
也
▽

中
村
光
（
扶
桑
精
工
㈱
）▽
丸
田
満
穂
▽
田
中

護
▽
鈴
木
淑
江
（
古
木
建
設
㈱
）▽
菅
原
文
春

▽
佐
久
間
清
子
（
㈱
プ
ロ
テ
ッ
ク
）▽
佐
藤
仁

▽
阿
部
奈
津
子（
星
工
業
㈱
）▽
本
間
賢
明（
㈱

ホ
ン
マ
電
機
）▽
臼
杵
陽
子
▽
山
田
光
春
▽
相

馬
健
▽
佐
藤
光
一
（
㈱
マ
ー
ク
電
子
）▽
半
谷

孝
史
▽
石
郷
岡
明
▽
杉
山
重
幸
▽
角
館
伸
▽
豊

島
賢
一
▽
原
一
男
（
三
菱
重
工
業
㈱　

相
模
原

製
作
所
）▽
篠
原
禅
▽
倉
嶋
和
彦
（
三
ツ
輪
産

業
㈱　

関
東
中
央
支
店　

相
模
原
営
業
所
）▽

蛯
名
和
志
▽
小
林
貴
之
（
㈲
三
原
運
輸
商
事
）

▽
湯
地
定
邦
（
ミ
ヤ
コ
バ
ス
㈱
）▽
小
泉
友
則

（
ミ
ヤ
コ
陸
運
㈱
）▽
大
野
洋
一
郎
（
㈲
ム
ラ
タ

カ
ン
パ
ニ
ー
）▽
高
橋
信
子
（
㈲
モ
ト
ム
ラ
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
）▽
松
田
禄
▽
柴
田
亜
紀
（
谷
津

建
設
㈱
）▽
小
形
哲
也
▽
白
鳥
洋
行
（
山
口
自

動
車
㈱
）▽
松
本
修
（
山
﨑
水
道
建
設
㈱
）▽
青

山
拓
司
▽
金
久
保
修
▽
村
田
勇
人
▽
笠
原
慎
太

郎
（
ユ
ニ
オ
ン
マ
シ
ナ
リ
㈱
）▽
西
倉
由
美
子

▽
北
條
達
也
（
㈱
ユ
ニ
バ
ァ
サ
ル
設
計
）▽
高

木
勉
（
横
浜
金
属
㈱
）▽
佐
々
木
淳
志
▽
齋
藤

竜
司
（
横
浜
金
属
商
事
㈱
）▽
松
下
和
登
▽
金

子
陽
一
（
㈱
リ
ガ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
）▽
香
取
知

京
▽
坂
入
陵
之
（
㈱
ワ
ー
ド
技
研
）▽
八
木
知

宏（
社
会
福
祉
法
人
ワ
ゲ
ン
福
祉
会　

 

総
合
相

模
更
生
病
院
）

受
賞
者
の
皆
様（
敬
称
略
）

優
良
従
業
員
等
表
彰
受
賞
者
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募集代理店：㈲神奈川ユニオンアシュアランス
代表　畑　喜一郎

相模原市中央区田名4417番地　☎ 042ｰ761ｰ3243
 0120ｰ61ｰ3243

お問い合わせは…

相模原商工会議所団体扱い

アフラック
ちゃんと応える医療保険EVER

給与サポート保険

入院も通院も保障　がん保険

　

多
摩
信
用
金
庫
が
主
催
す
る｢

第
16
回
多
摩
ブ

ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
賞｣

の
表
彰
式
が
昨
年
12
月
12
日
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
多
摩
地
域
の
中
小
企
業
の
活
性
化

と
地
域
経
済
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
計
23
社
が
受
賞
し
、
当
商
工
会
議
所
会
員

の
㈱
日
本
フ
ー
ド
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー（
中
央
区

田
名
塩
田
、
代
表
取
締
役
・
髙
橋
巧
一
氏
）が
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
発

展
に
貢
献
し
た
中
小
企
業
と
し
て「
多
摩
グ
リ
ー
ン

賞（
経
営
部
門
）」最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
は
昨
年
11
月
23
日
、

相
模
原
市
珠
算
教
育
連
盟
と
の
共
催
に

よ
り
、
市
立
産
業
会
館
で
「
第
42
回
相

模
原
珠
算
競
技
大
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
総
勢
１
５
０
名
が
参
加

し
、
小
学
生
の
部
か
ら
中
学
生
の
部
ま

で
６
部
門
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
個
人
総
合
競
技
各
部
門
の
優
勝

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
個
人
総
合
競
技
優
勝（
部
門
別
）

　

▽
小
２
以
下　

福
士
結
菜

 

（
大
貫
ス
ク
ー
ル
）

　

▽
小
３　

片
渕
陽
斗（
秀
峰
学
園
）

　

▽
小
４　

小
宮
佳
穂（
森
田
珠
算
塾
）

　

▽
小
５　

加
藤
秀
馬（
秀
峰
学
園
）

　

▽
小
６　

山
崎
紗
佳（
森
田
珠
算
塾
）

　

▽
中
学　

高
倉
咲（
若
松
学
院
）

多くの参加者が集う開会式の様子

そろばん競技大会
優勝者決まる
～第42回珠算競技大会～

「
多
摩
ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
賞
」

最
優
秀
賞
受
賞

　

平
成
30
年
度
神
奈
川
県
優
良
小
売
店
舗

表
彰
式
が
昨
年
11
月
26
日
、
県
本
庁
舎
で

行
わ
れ
、
当
商
工
会
議
所
会
員
「
す
し
魚

彩
か
つ
ま
さ
」（
南
区
相
模
大
野
３
－
15

－
10
）「
レ
ス
ト
ラ
ン
栗
の
里 
相
模
原
イ

ン
タ
ー
店
」（
緑
区
二
本
松
２
－
56
－
24
）

の
２
店
舗
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
一
般
社
団
法
人
神
奈
川

県
商
工
会
議
所
連
合
会
と
神
奈
川
県
商
工

会
連
合
会
の
共
催
に
よ
る
も
の
で
す
。
県

内
で
中
小
小
売
業
お
よ
び
飲
食
業
を
営
む

店
舗
の
中
か
ら
、
独
自
の
経
営
理
念
に
よ

り
個
性
あ
る
店
づ
く
り
に
努
め
、
地
域
経

済
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
店
舗
が
受
賞

し
ま
し
た
。

神
奈
川
県

優
良
小
売
店
舗
表
彰

当
所
会
員
よ
り
２
店
舗
が
受
賞

平成30年度

㈱
日
本
フ
ー
ド

エ
コ
ロ
ジ
ー

セ
ン
タ
ー　

左から、（一社）神奈川県商工会議所連合会 会頭 上野 孝 氏、
レストラン栗の里 相模原インター店 笹生 剛 氏、

すし魚彩かつまさ 中田 克己 氏、神奈川県 副知事 中島 正信 氏

受賞者集合写真
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住
宅
塗
装
か
ら
新
築
ま

で
―
。
㈲
柴
田
塗
装
（
緑
区

二
本
松
）は
、
相
模
原
で
30

年
以
上
、
塗
装
に
携
わ
る
会

社
で
す
。
時
代
と
と
も
に
、

お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
業
容
を
拡
大
。
今
で

は
塗
装
の
み
な
ら
ず
、
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
や
防
水
、
屋
根
、

左
官
工
事
な
ど
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
手
掛
け
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
同
社
は
３
年

前
、
建
設
会
社
の
㈱
Ｏ
ｂ
ｒ

ｉ
ｇ
ａ
ｄ
ｏ
（
オ
ブ
リ
ガ
ー

ド
、
同
）を
設
立
。
家
づ
く

り
の
分
野
に
も
乗
り
出
し

ま
し
た
。
両
社
の
代
表
取
締
役
を
務
め
る

柴
田
誠
さ
ん
は
、
15
歳
で
塗
装
店
に
弟
子

入
り
し
、
20
歳
で
独
立
。
こ
こ
ま
で
会
社

を
け
ん
引
し
て
き
ま
し
た
。「
お
客
さ
ん

の
喜
び
が
一
番
の
原
動
力
」と
す
る
柴
田

さ
ん
に
、
会
社
の
こ
と
や
今
後
の
事
業
展

開
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

―
ま
ず
は
両
社
（
柴
田
塗
装
と
オ
ブ
リ

ガ
ー
ド
）の
事
業
内
容
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

　
「
柴
田
塗
装
は
社
名
の
通
り
、
住
宅
塗

装
の
会
社
で
す
が
、
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
や
屋

根
な
ど
〝
外
壁
〟に
関
わ
る
す
べ
て
を
カ

バ
ー
し
て
い
ま
す
。
通
常
は
、
そ
れ
ぞ
れ

で
専
門
業
者
が
い
ま
す
が
、
当
社
の
場

合
、
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
で
き
る
の
が
強
み
で
す
。

私
が
30
年
ほ
ど
前
に
、
個
人
事
業
の
塗
装

屋
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
が
、
お
客
さ
ん

に
よ
っ
て
は
、
屋
根
や
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
し

た
。
一
つ
一
つ
対
応
し
て
い
く
う
ち
に
、

今
の
業
容
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
『
オ
ブ

リ
ガ
ー
ド
』は
不
動
産
か
ら
注
文
住
宅
、

リ
フ
ォ
ー
ム
ま
で
手
掛
け
る
会
社
で
す
」

　

―
な
ぜ
家
づ
く
り
に
進
出
し
た
の
で

す
か
。

　
「
私
た
ち
塗
装
業
者
は
建
設
業
者
や
工

務
店
さ
ん
か
ら
仕
事
を
回
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
は
仕
事
を
も
ら
え

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
永
遠
に
続
く
か
ど

う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
不
安
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、
自
分
た
ち
で
商

品
（
家
）を
売
っ
て
い
こ
う
と
始
め
ま
し

た
。
た
と
え
一
棟
で
も
土
地
か
ら
建
物

ま
で
自
分
た
ち
で
手
掛
け
る
の
は
夢
で

も
あ
り
ま
す
」

　

―
ど
ん
な
家
づ
く
り
を
実
践
し
て
い

ま
す
か
。

　
「『
家
の
中
で
楽
し
め
る
家
』

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ベ
ラ
ン
ダ
一

つ
で
も
リ
ゾ
ー
ト
の
気

分
が
味
わ
え
る
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
り
、

男
の
隠
れ
家
的
な
部

屋
が
あ
っ
た
り
と
、
住
ん

で
い
る
人
が
楽
し
い
気
分
に
な
れ
る
家
で

す
。
今
後
は
年
間
10
棟
ほ
ど
を
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

塗装から注文住宅まで展開

お客さんの喜びは
一番の原動力

㈲柴田塗装／㈱Obrigado
代表取締役

柴田�誠さん

　

―
事
業
を
通
じ
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
「
今
の
時
代
、
大
変
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
り
、（
お
客
さ
ん
の
こ
と
を
）自

分
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
仕
事
を
し
た
り

す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
人
が
、
果
た

し
て
ど
れ
だ
け
い
る
で
し
ょ
う
か
。
私

た
ち
は
ど
ん
な
仕
事
で
も
妥
協
は
し
ま

せ
ん
。
塗
装
の
仕
上
が
り
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
お
客
さ
ん
の
喜
び
こ
そ
一
番
の

原
動
力
で
す
。
い
く
ら
高
い
工
事
を
請

け
負
っ
て
も
、
結
果
的
に
お
客
さ
ん
が
喜

ん
で
く
れ
な
け
れ
ば
、
中
途
半
端
な
仕
事

と
い
え
ま
す
。
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
う

仕
事
を
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
全
力

投
球
で
や
っ
て
い
き
ま
す
」

TOP INTERVIEW
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サ
ー
ビ
ス
業
部
会（
小
林
恒
男
部
会
長)

は
昨
年
11
月
２
、３
の
両
日
、
視
察
研
修

会
を
実
施
し
、
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
静
岡
県
伊
東
市
に
あ
る
道
の

駅
伊
東
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
や
、
昭
和
初
期
に

建
て
ら
れ
た
建
造
物
で
あ
る
「
東
海
館
」

の
施
設
等
の
視
察
を
通
じ
て
、
観
光
資
源

の
活
用
や
イ
ベ
ン
ト
展
開
、
メ
デ
ィ
ア
の

利
用
な
ど
歴
史
と
伝
統
あ
る
観
光
地
な
ら

で
は
の
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
歴
史
あ
る
観
光
地
な
ら
で

は
の
様
々
な
取
り
組
み
や
観
光
客
を
飽
き

さ
せ
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
心
遣
い
な
ど
に
つ

い
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
有
意
義
で
し
た
」と
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

「
観
光
資
源

活
用
と
サ
ー
ビ
ス
業
」

�

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
視
察
研
修
会

�

静
岡
県
伊
東
市
で
開
催東海館での研修

▽
次
年
度
役
員
を
承
認

�

～
臨
時
総
会
を
開
催
～　
　

　

青
年
部
（
長
谷
川
明
会
長
）は
昨
年
12

月
20
日
、
市
立
産
業
会
館
で
臨
時
総
会
を

開
催
し
、
２
０
１
９
年
度
の
役
員
・
理
事

お
よ
び
新
年
度
の
組
織
体
制
と
青
年
部
規

約
の
一
部
改
正
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り

承
認
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
会
長
に
は
、
今
年
度
に
引
き

続
き
長
谷
川
明
氏
（
㈲
長
谷
川
板
金
工
業

所
）の
再
任
が
決
定
。
長
谷
川
体
制
２
年

目
は
下
記
の
布
陣
で
運
営
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
規
約
の
一
部
改
正
で
は
賛
助
会

活
動
レ
ポ
ー
ト

青年部

員
制
度
の
撤
廃
、特
別
会
員
制
度
の
設
置
、

専
務
理
事
職
の
任
意
設
置
が
決
定
。
先
に

開
催
し
た
理
事
会
に
お
い
て
会
費
値
上
げ

に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
て
お
り
、
併
せ
て

本
年
４
月
か
ら
施
行
と
な
り
ま
す
。

　

近
未
来
技
術
研
究
会
（
田
森
幸
一
会

長
）は
昨
年
11
月
５
日
、
平
成
30
年
度
第

3
回
例
会
と
し
て
「
町
工
場
が
宇
宙
産
業

に
参
入
！　

～
民
間
企
業
の
宇
宙
開
発
の

近
未
来
～
」と
題
し
た
公
開
講
演
会
を
市

立
産
業
会
館
で
開
催
し
、
会
員
や
一
般
市

民
ら
１
７
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
北
海
道
の
町
工
場
で
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
事

業
を
成
功
さ
せ
た
㈱
植
松
電
機
・
代
表
取

締
役
の
植
松
努
氏
を
招
き
ま
し
た
。

　

植
松
氏
は
、
同
社
の
宇
宙
産
業
参
入
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
、
自
身
が
考
え
る
「
夢

を
持
つ
勇
気
と
自
信
・
人
の
可
能
性
を
奪

わ
な
い
社
会
の
実
現
」に
つ
い
て
、
熱
く

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
は
「
講
演
を
聞
い
て
と

て
も
感
動
し
た
。
夢
や
可
能
性
を
奪
わ
ず

応
援
す
る
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来

た
。
今
後
の
人
生
に
活
か
し
た
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

幾多の困難を乗り越えた
町工場のロケット開発
近未来研が講演会開催

会場風景

　

相
模
原
市
青
年
工
業
経
営
研
究
会
（
鈴
木

道
雄
会
長
）は
昨
年
11
月
16
日
、
市
立
産
業

会
館
で
第
５
回
交
流
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は「
相
模
原
の
も
の
づ
く
り
、
日
本

の
も
の
づ
く
り
、
世
界
の
も
の
づ
く
り
」と

題
し
、
当
会
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
杉
田
豊
範
氏（
㈱

大
丸
製
作
所
代
表
取
締
役
）、
豊
岡
淳
氏（
ユ

タ
カ
精
工
㈱
代
表
取
締
役
）、
金
沢
勇
氏（
㈱

メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ス
代
表
取
締
役
）の
３
名
を

講
師
に
招
き
、
講
演
と
鈴
木
会
長
か
ら
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
は
、
青
工
研
活
動
以
外
の
場
で

学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
や
、
仲
間
を
大
切
に
す

青
工
研
が
第
５
回
交
流
事
業

「
も
の
づ
く
り
」テ
ー
マ
に

 

Ｏ
Ｂ
３
人
が
熱
く
語
る

る
こ
と
、
さ
ら
に
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
に
参
入
し

た
経
緯
な
ど
、
幅
広
い
内
容
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
後
半
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
講
師
の

一
人
は
「
多
様
な
場

に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
考
え
方
を
学
ぶ
こ

と
が
重
要
」と
強
調

し
て
い
ま
し
た
。

　

現
役
会
員
に
と
っ

て
、
も
の
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
を
通
し

て
学
び
続
け
る
事
の

大
切
さ
を
気
付
か
せ

て
も
ら
え
た
有
益
な

事
業
と
な
り
ま
し
た
。

全体集合写真

役職 氏　名 会　社　名

会　長 長谷川　明 ㈲長谷川板金工業所

副会長

齊藤　啓夫

黒田　国彦

染谷　耕平

小形　剛央

㈱鹿沼

㈲ケイ・ライフ

㈲片野印刷

�税小形会計事務所

専　務
理　事 東　　正充 ㈲ミドリ回収サービス

（任期：２01９年 4 月 1 日～２0２0年 3 月31日）
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飲
食
宿
泊
業
部
会
（
志
村
英
昭

部
会
長
）は
、
歓
送
迎
会
や
総
会

時
等
の
集
客
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る

た
め
、
各
店
舗
の
お
得
な
情
報
を

集
め
た
共
同
販
促
チ
ラ
シ
を
昨
年

に
引
き
続
き
作
成
し
ま
す
の
で
、

掲
載
を
希
望
す
る
会
員
店
舗
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

　

前
回
同
様
、
掲
載
店
舗
で
使
用

で
き
る
お
食
事
券
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

企
画
や
相
模
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ト
ッ
プ
に
バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載

す
る
な
ど
、
市
民
向
け
の
告
知
も

今
ま
で
以
上
に
行
い
ま
す
。ま
た
、

チ
ラ
シ
は
当
商
工
会
議
所
会
報
２

月
号
に
折
り
込

み
、
会
員
企
業

の
皆
様
に
周
知

い
た
し
ま
す
。

　

今
回
で
４
回

目
と
な
る
チ
ラ

シ
販
促
事
業
。

チ
ラ
シ
を
見
て

来
店
さ
れ
た
方

か
ら
は
着
実
に

支
持
を
得
て
い

ま
す
。
ま
だ
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

会
員
店
舗
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
掲
載
料
金
】１
万
円（
税
込
み
）

【
掲
載
店
舗
数
】30
店
舗（
先
着
順
）

【
チ
ラ
シ
サ
イ
ズ
】Ａ
３
版
４
ペ
ー
ジ

　

フ
ル
カ
ラ
ー

【
発
行
部
数
】８
０
０
０
部

【
申
し
込
み
締
め
切
り
】

　

１
月
17
日（
木
）ま
で

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

経
営
支
援
課　

☎
０
４
２
－

７
５
３
－
８
１
３
５
ま
で
。

　昨年10月22日に開催し
た会員親睦チャリティーゴ
ルフ大会（公益社団法人相
模原法人会共催）で、参加
者の皆様よりお預かりした
チャリティー金を12月10日、
寄付いたしました。
　当日は、両団体を代表し
て、ゴルフ大会当日の運営
にもご尽力いただいた白井
拓朗青年部副会長（商工会議所）、田口雄樹青年部会地
域社会貢献副委員長（法人会）ら 6 名が訪問し、寄付金
が有意義に活用されるよう願いを込めて手渡しました。
（寄付先）
　相模原市頑張れ大船渡銀河連邦応援金
　相模原市社会福祉協議会寄付金
　両団体寄付金額合計　2４万5,000円

寄付金を手渡す
白井副会長（中央）ら

チャリティー金を寄付
会員親睦チャリティーゴルフ大会

■�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の

　

達
成
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

　

２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
関
す
る
取
組
み
を
各
方
面
で
目
に
す
る
機

会
が
増
え
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向

け
、
証
券
業
界
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
多
岐
に

亘
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
、

企
業
の
経
済
的
価
値
の
創
出
と
社
会
的
課
題
の

解
決
を
同
時
に
追
求
す
る
こ
と
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達

成
に
貢
献
で
き
る
と
の
考
え
か
ら
、
２
０
１
８

年
５
月
に「Passion for SDGs2018

～
大
和

証
券
グ
ル
ー
プSDGs

宣
言
～
」を
発
表
し
て

い
ま
す
。

　
「
地
方
創
生
」に
力
を
入
れ
る
こ
と
も
そ
の
一

つ
と
言
え
ま
す
。
当
社
グ
ル
ー
プ
は
全
都
道
府

県
に
支
店
を
構
え
、
古
く
は
１
０
０
年
以
上
前

か
ら
店
舗
を
構
え
て
い
ま
す
。
長
き
に
亘
り
支

店
が
続
い
て
き
た
の
は
、
地
域
の
経
済
・
社
会

と
共
生
し
て
き
た
か
ら
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

有
価
証
券
の
運
用
だ
け
で
な
く
、
事
業
承
継

へ
の
取
組
み
や
、
地
域
が
力
を
入
れ
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
へ
の
協
賛
な
ど
、「
地
方

創
生
」を
通
じ
て
、
様
々
な
形
で

相
模
原
の
経
済
に
貢
献
で
き
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
何
か
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

大
和
証
券
㈱　

相
模
原
支
店

　

☎
０
４
２
－
７
３
０
－
７
０
０
０

今
☆
知
っ
て
お
き
た
い

 

マ
ネ
ー
学

　

当
商
工
会
議
所
は
昨
年
11
月
21
日
、
相
模

女
子
大
学
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
公
益
財
団
法

人
・
神
奈
川
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
相
模
原

市
、
き
ら
ぼ
し
銀
行
と
の
共
催
に
よ
る
「
受

発
注
商
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
商
談
会
は
、
市
内
製
造
業
の
取
引

拡
大
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
本
年
度
は

発
注
企
業
39
社
（
市
内
７
社
）と
受
注
企
業

１
０
０
社
（
市
内
15
社
）が
参
加
。
商
談
件

数
は
３
３
４
件
（
昨
年
度
は
２
３
８
件
）と

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
企
業
か
ら
は

「
次
に
つ
な
が
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
」「
今
後
も
参
加
し
た

い
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
商
談
会
は
事
前
に
受
注
・
発
注

企
業
か
ら
商
談
希
望
を
募
り
、
希
望
す

る
企
業
と
の
対
面
式
で
の
商
談
を
行
う

「
事
前
マ
ッ
チ
ン
グ
方
式
」に
よ
り
実

施
し
て
い
ま
す
。

事前マッチング方式で
商談数大幅増の334件
「受発注商談会�in�相模原」

盛り上がりを見せた商談会

歓
送
迎
会

販
売
促
進

チ
ラ
シ
掲
載
店

 

募
集
の
お
知
ら
せ

飲食宿泊業部会

 
昨
年
の
チ
ラ
シ
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㈲
共
伸
テ
ク
ニ
カ
ル
（
中

央
区
田
名
）は
、
板
金
加
工

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集

団
で
す
。
板
金
加
工
に
関

し
て
は
「
で
き
な
い
も
の
は

ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
」（
桑

原
俊
也
社
長
）と
言
っ
て
の

け
る
ほ
ど
、
業
種
や
ジ
ャ
ン

ル
を
問
わ
ず
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
工
場
で
は
、
実
に
年

間
１
万
４
０
０
０
種
以
上

の
板
金
部
品
を
加
工
。
さ
ら

に
、
４
年
ほ
ど
前
に
は
ベ

ト
ナ
ム
・
バ
ク
ニ
ン
州
に
現

地
法
人
を
設
立
し
、
軌
道
に

乗
せ
て
い
ま
す
。
一
方
、
最

近
で
は
地
域
企
業
３
社
と

と
も
に
事
業
協
同
組
合
「
相

信
」を
設
立
。
ベ
ト
ナ
ム
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
外
国
人
技
能
実
習
生

を
受
け
入
れ
、
人
材
不
足
で
困
っ
て
い
る

企
業
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
桑
原
社
長

が
進
め
る
の
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
モ
ノ
づ

く
り
」。
人
材
も
生
産
も
〝
国
境
〟に
関
係

な
く
、
仕
事
内
容
に
応
じ
適
材
適
所
で
対

応
す
る
こ
と
で
、
競
争
力
の
確
保
と
会
社

の
成
長
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

■
板
厚
１
・
２
～
22
㍉
ま
で

　

鉄
や
ス
テ
ン
レ
ス
、
ア
ル
ミ
と
い
っ
た

金
属
の
板
を
切
っ
た
り
、
曲
げ
た
り
し
て

仕
上
げ
る
の
が
板
金
加
工
で
す
。
同
社
で

は
産
業
機
械
、
工
作
機
械
用
の
部
品
か
ら

大
手
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
看
板
ま
で
、

実
に
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　
「
板
金
加
工
の
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
プ

レ
ー
ヤ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
桑
原

社
長
）と
言
う
よ
う
に
、
不
得
意
分
野
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
同
じ
板
金
加
工
で

も
同
業
者
の
多
く
が
、
厚
い
材
料
、
あ
る

い
は
薄
い
材
料
が
得
意
・
不
得
意
だ
っ

た
り
し
ま
す
。
そ
の
点
、
同
社
で
は
板
厚

１
・
２
～
同
22
㍉
ま
で
対
応
。
こ
れ
が
強

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
６
年
12
月
に
創
業
。
当
時
は

桑
原
社
長
一
人
で
運
営
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
で
は
従
業
員
数
が
本
社
工
場
で
21

人
、
ベ
ト
ナ
ム
工
場
が
10
人
。
そ
し
て
取

引
先
数
は
80
社
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
海

外
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、

実
際
、
ベ
ト
ナ
ム
工
場
で
は
同
社
で
３
年

間
の
修
行
を
積
ん
だ
人
材
が
工
場
長
に

就
任
し
て
い
ま
す
。海
外
人
材
の
育
成
は
、

日
本
人
と
同
じ
く
「
根
気
よ
く
教
え
て
い

く
以
外
に
な
い
」と
桑
原
社
長
は
話
し
ま

す
。
現
在
、
相
模
原
の
本
社
工
場
で

も
ベ
ト
ナ
ム
の
ほ
か
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
材
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

■
事
業
協
同
組
合
を
設
立

　

そ
ん
な
同
社
で
は
、
連
携
先
３
社
と

と
も
に
、
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
け
入

　

送
り
出
せ
る
実
習
生
は
「
溶
接
」「
機
械

加
工
」「
土
木
」の
３
分
野
で
す
。
求
め
る

人
材
を
聞
き
出
し
、
現
地
で
の
採
用
面
接

か
ら
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

自
身
が
海
外
人
材
を
経
験
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
受
け
入
れ
る
企
業
の
視
点
に
も
立

て
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
日
本
人
の
場
合
、
募
集
を
か
け
て
も

集
ま
ら
ず
、
い
つ
辞
め
る
か
分
か
ら
な
い

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
、
外
国
人

は
熱
心
で
す
」と
桑
原
社
長
。
地
域
で
人

材
不
足
に
悩
む
企
業
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
「
ベ
ト
ナ
ム
で
の
事

業
を
強
化
し
ま
す
」と
し
て
お
り
、
現
地

工
場
２
０
０
人
体
制
を
計
画
。
会
社
の
さ

ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

板金部品を
オールラウンドに
グローバル展開も加速

㈲共伸テクニカル
代表取締役

桑原�俊也さん

れ
機
関
と
な
る
事
業
協
同
組
合
「
相
信
」

を
設
立
。桑
原
社
長
が
代
表
理
事
を
務
め
、

神
奈
川
や
山
梨
県
内
の
企
業
に
対
し
、
同

事
業
組
合
を
通
じ
て
海
外
人
材
を
送
り
出

し
て
い
ま
す
。

わが社のいち押し
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相談内容 日　　時 場所

受発注相談
産業振興センター相談員に
よる相談

1/23㈬・2/13㈬
13:00～16:00

本所

職場環境相談
（メンタルヘルス対策）
精神保健福祉士による相談

相談日時、場所等はお申し込み時に決定
します 本所

その他各種相談
※	経営全般、事業承継相談、ＩＴ相談、
経営安定相談等の各種相談も承って
おります。

本所

産 業 医

1/21㈪
13:30～15:30
産業医の相談申込は相模原地域産業保健センター
☎042-772-0031で２週間前までにご予約願います。
＊	訪問相談も受け付けております。お問い合わせください。

本所

人材育成
支援助成金相談
訓練コーディネーター /
ジョブ・カード作成
アドバイザーによる相談

1/16㈬・1/23㈬・1/30㈬・2/6㈬
９:00～1２:00･13:00～16:00
ご予約は総務課☎042-753-8131まで

本所

相談内容 日　　時 場所

法律相談
弁護士による相談

1/18㈮・1/25㈮・2/1㈮・2/8㈮
13:00～16:00

本所

創業・経営革新相談
中小企業診断士による相談

1/24㈭・2/7㈭・2/13㈬
10:00～1２:00･13:00～16:00

本所

1/17㈭
10:00～1２:00･13:00～16:00

南支所

発明相談
発明協会相談員による相談

2/14㈭
13:00～16:00

本所

許認可相談
行政書士による相談

2/15㈮
13:00～16:00

本所

税務・経理相談
税理士による相談

1/17㈭・1/21㈪・1/24㈭・1/28㈪・
2/4㈪・2/7㈭・2/14㈭
13:00～16:00 ※ご予約は☎042-759-0046まで

本所

労務相談
社会保険労務士による相談

2/12㈫
13:00～16:00

本所

～お気軽にご相談ください～
窓口相談のご案内

無
料 ご　予　約

お問い合わせ：本所経営支援課　☎ 042-753-8135

■
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
ヨ
コ
ハ
マ
２
０
１
９

　

神
奈
川
県
下
最
大
級
の
工
業
技
術
・
製
品
に
関

す
る
総
合
見
本
市
で
あ
る
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
ヨ

コ
ハ
マ
２
０
１
９
に
出
展
い
た
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
当
協
会
職
員
に
よ
る
相
談
窓
口
を
設

置
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
：
平
成
31
年
２
月
６
日（
水
）～
８
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所
：
パ
シ
フ
ィ
コ
ヨ
コ
ハ
マ

　
　
　

展
示
ホ
ー
ル
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

■
外
部
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

　

皆
さ
ま
の
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
中
小

企
業
診
断
士
等
の
専
門
家
を
派
遣
い
た
し
ま
す
。

《
ポ
イ
ン
ト
》

▽ 

原
則
５
回
（
経
営
改
善
計
画
を
策
定
す
る
場
合

は
８
回
）ま
で
無
料
！

▽ 
当
協
会
で
信
用
保
証
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
方（
予
定
を
含
む
）が
対
象

　

皆
さ
ま
も
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
経

営
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
問
い
合
わ
せ
先

　

相
模
原
支
店

　

☎
０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

　

http://www.cgc-kanagawa.or.jp

会員募集中
伊藤典範 共済会

イフ

if

1万円の入会金で一生涯保障

0120-42-9039もしも
の時は

安心のネットワーク
全葬連加盟店

深夜でも休日でも、24時間承っております。

伊藤典範 検索
〒252-0344 相模原市南区古淵5-27-1

白雲殿・紫雲殿・コミュニティホール 式場使用料
無　　料

も
っ
と
身
近
に
！

70
年
の
感
謝
を
こ
め
て

神
奈
川
県

信
用
保
証
協
会
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会員 PRコーナー

ちりめん細工でお馴染の、英語・モンゴル語が通じる呉服店

今や絶滅危惧種の街の呉服店です！

事業内容：呉服、和装小物、実用衣料販売、日本文化体験事業
〒252-0206　相模原市中央区淵野辺3–19–13
TEL：042–752–2011
URL：http://www.japankimono.co.jp
E-MAIL：info@japankimono.co.jp

株式会社つるや呉服店

私達は淵野辺駅前に店舗を構える家族経営の呉服店です。
当店の特徴は「ちりめん細工」と「呉服店が行う日本文化
体験講座」です。15年前より開催しているちりめん細工発
表会（つるし雛）は県外からも含め1週間の期間中、1,000人程
のお客様にお楽しみいただいております。日本文化体験講座は
訪日観光客はもちろん、近隣大学留学生授業にも取り入れ
られております。海外視察や商談で日本的なお土産をお探
しの際はぜひ当店にご相談ください！

恒例のつるし雛は、2月21～26日に展示予定

熊本県いぐさ農家から直送している畳屋です。

おかげさまで相模原市東林間で創業50年

事業内容：畳製品の製作、販売
〒252-0311　相模原市南区東林間1–6–3
TEL：042–743–5730
URL：http://goodjob-tatami.com
E-MAIL：sato@goodjob-tatami.com

佐藤畳店

お客さまのニーズに応えるため熊本県いぐさ生産農家さん
を独自訪問。毎年農作業をお手伝いし、信頼関係を構築
することで特別オーダー「子持縞畳表」、世界無二畳表
「強力いぐさ畳」製作販売をさせて頂いております。
また、設備投資を行いバリアフリーに対応した薄いヘリなし
畳も生産可能になりました。皆様に「良かった」と言って頂ける
ようこれからも頑張ります。
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インターネット活用術

専門家に学ぶ

■自動バックアップしていますか
　パソコンは明日にも壊れる可能
性があると考えておきましょう。
特にHDD（ハードディスク）を内蔵
したパソコンは、筆者の経験上購入
後 1 年〜 ４ 年の間に故障してしま
うことがかなりの確率でありまし
た。現在はHDDではなくSSD（ソ
リッドステートドライブ）搭載の機
種も多くなり物理的に記憶装置が
故障する確率も大きく下がりまし
たが、それでもパソコン自体が故障
する可能性もあります。
　また、以前は「定期的に外付け
HDDにバックアップしましょう」と
良く言われていましたが、手動バッ
クアップではついつい長期間バッ
クアップを取っていないという状況
になりがちでした。それではいざと
いうときに数ヶ月前の古いデータし
かないということになってしまいま
す。そこで利用したいのがOS内蔵
の自動バックアップ機能です。
　Windows10では「設定＞更新とセ
キュリティ＞バッ

クアップ」、Macでは「システム環
境設定＞Time�Machine」を有効に
すると、指定した外付けドライブが
繋がってさえいれば自動的に 1 時
間ごとにバックアップされ、さらに
間違って削除や更新してしまった
ファイルを復元することもできるよ
うになります。

■�クラウドドライブへのバック
アップが便利

　OS内蔵のバックアップ機能は外
付けドライブの購入費だけで使え
るのが良いのですが、それに加えて
便利なのがクラウドドライブです。
手元に置いている記憶装置と異な
り盗難や天災による被害でデータ
を失ってしまうリスクも無く、複数
のパソコンやスマートフォン、タブ
レットで同じデータを共有するこ
ともできるため大変便利です。更新
したファイルは数十秒のうちに同
期されるため、常に最新のデータが
バックアップされていると考えて
問題ありません。
　クラウドドライブの代表的なサー
ビスが以下の 3 つです。特長や価
格プランに違いがあるので自分に

あったプランを選択してみてくださ
い。いずれも制限が付いた無料プラ
ンや試用可能な期間があります。
　　　　　
OneDrive
提供会社：マイクロソフト
月額費用（税別）：5４0円より
（Business�Essentialsプラン）
容量：1TB
　　　　　
GoogleDrive
提供会社：グーグル
月額費用（税別）：1,200円より
（Businessプラン）
容量：無制限
（ 5 ユーザー未満の場合は1TB）
　　　　　
Dropbox
提供会社：ドロップボックス
月額費用（税別）：1,250円
（Businessプラン、3ユーザーより）
容量：3TB
　　　　　

■併用するのがもっとも安心
　筆者はMacユーザーなので、
ローカルな自動バックアップは
Time�Machine、業務用ファイルは
OneDrive�for�Business、個人用ファ
イルはGoogleDrive（無料版）、ス
マートフォンアプリとのデータ共有
はDropbox（無料版）というように
併用しています。業務用については
今後の見直しも予定しています。

さがみはらIT協同組合　理事
有限会社コウチヤ代表取締役

藤田��実

峰山霊園 墓石注文受付中相模原
市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全 優 石 認 定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター
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INFORMATION
※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

平成30年11月30日現在会員数 4,731件
（平成30年9月13日～11月30日）新入会員紹介

部　会 事 業 所 名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容
商 業 東 京 エ ヌ・ パ ッ ト ㈱ 原　　健一 中央区田名4415		 04２-765-5500 建設資材の販売
商 業 イ モ ン チ 望月　晶美 中央区矢部4-1８-11	シバタハイツ1F 04２-757-3２4８ さつまいも・生芋・焼き芋、わらび

餅の販売

商 業 ㈱ミツウロコヴェッセル	相模原店 鈴木　博美 中央区宮下２-16-２２ 04２-73８-11９0 LPガス、石油製品、住宅機器等の販売
商 業 ㈱ポーラ化粧品　ルージュ 中村　　紅 中央区淵野辺3-８-5	エーデルハイム1F 04２-75２-5001 ポーラ化粧品販売
工 業 サ カ エ 包 装 企 画 ㈱		 鈴木　順也 中央区横山台1-16-15 04２-75９-3８01 段ボール製品製造及び包装資材一式販売
サービス業 ㈱ジャパントラベルライン	 井谷　　成 南区上鶴間本町3-10-17

エムアールビル40２号室 04２-705-２９８1 旅行代理店業
建 設 業 ㈲　祐 　 成 　 興 　 業 會田 祐一郎 中央区横山２-5-11 04２-75２-3667 建物・構造物解体工事
不動産業 ㈱　グ リ ー ン ラ ン ド 大森　広貴 中央区相模原6-２6-８

ソールレヴァンテ103号室 04２-８51-4367 不動産の売買・賃貸・管理業
飲食宿泊業 ジ ー ユ ニ ッ ト ㈱ 工藤　　元 中央区南橋本２-２-4-103号室 04２-775-611８ ダイニングバー経営、不動産管理業、

自動車整備業

特 別 会員 戸 部 企 業 経 営 研 究 所		 戸部　廣康 藤沢市白旗4-1-30 0466-８２-346８ 経営コンサルタント
特別会員 一 蓮 建 設 ㈱ 木村　　惇 厚木市妻田東3-3９-5

アパートメントスペースⅠ-103号室 046-２5９-5604 土木工事業一式
特別会員 アイリスチトセ㈱	神奈川営業所 橘川　　絋 横浜市都筑区荏田南5-２3-33

シャンテメゾン井上No6	２01号室 045-９4９-05２２ 家具・建具・什器等販売
特別会員 拳 心 ホ ー ム 木津　拳太 緑区太井46-7 0８0-5647-6665 戸建・マンション等のリフォーム
特 別会員 む ら さ 伎 大用　秀明 緑区原宿南２-33-4 04２-８51-２3８5 和食料理屋
特別会員 Ｓ Ｓ Ｃ 安藤　昌明 町田市旭町3-２6-5

クレストハイムA10２号室 04２-８60-7641 経営コンサルティング、デザイン、
Webマーケティング、IT活用支援

特 別 会員 ㈱　昭 　 和 　 企 　 画 榎本	和男 愛知県稲沢市七ツ寺町地蔵前70-4 05８7-36-3２71 講習会サービス、CADソフト開発

※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

部　会 事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前
商 業 	ＪＳＴ㈱ 事業所名 ＪＳＴ㈱ ㈱ジャパン・スフィリカルセオリー

所 在 地 中央区田名1２07-1 緑区西橋本5-4-２1	さがみはら産業創造センターDesk10
電話番号 04２-703-９714 045-２９８-4077
FAX番 号 04２-703-９714 045-２９８-4077

会員登録変更のお知らせ

代表理事　長　田 　功
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
官公需適格組合（平成20・03・18関東第125号）

〒252－0239　神奈川県相模原市中央区中央3－7－5
TEL 042－776－6100　FAX 042－776－5656

　女性会の交流事業の一環として実施しています「チャリティー
ゴルフ大会」を次のとおり開催いたします。参加費やチャリ
ティーによる収益金は市内にある県立高校の部活動等に寄贈し
地域の社会貢献に役立たせていただきます。
○開催日　 3月 ８日㈮（雨天決行）
○会　場　津久井湖ゴルフ倶楽部
○	申し込み方法など詳細につきましては、今月号会報に同封しま
したチラシでご確認ください。

【お問い合わせ】
　女性会事務局　☎	04２-753-８135　FAX	04２-753-7637

第
３
回

チャリティーゴルフ大会の
ご案内 女性会主催
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新春経済講演会
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